
全
農
会
長
賞
を
受
賞
し
事
例
発
表
す
る

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら（
福
岡
）の
早
野
司
洋
課
長

我
々
T
A
C
は
︑

一
．
J
A
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
︑

担
い
手
に
出
向
き
・
寄
り
添
い
・

と
も
に
歩
み
ま
す
︒

一
．変
革
す
る﹁
今
﹂を
的
確
に
捉
え
︑

担
い
手
の
営
農
を
支
援
し
ま
す
︒

一
．
地
域
に
根
ざ
す
T
A
C
と
し
て
︑

担
い
手
と
と
も
に
新
た
な
農
業

の
形
を
創
造
し
ま
す
︒

大 

会 

宣 

言

大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
る

J
A
し
ま
ね（
島
根
）の
前
田
晃
弘
さ
ん

T
A
C
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
J
A
表
彰
を

受
賞
し
事
例
発
表
す
る

J
A
お
ち
い
ま
ば
り（
愛
媛
）の
森
康
弘
部
長

　

近
年
、
担
い
手
農
家
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い

る
中
、
大
規
模
農
家
の
Ｊ
Ａ
離
れ
が
進
ん
で
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
今
後
農
業
生
産
額
の
大
部

分
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
る
大
規
模
農
家
と
の

接
点
強
化
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
分
科
会

で
は
優
良
事
例
と
し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
特
別
表
彰
受
賞

者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の（
埼
玉
）の
野
平

氏
、Ｊ
Ａ
さ
が（
佐
賀
）の
久
保
氏
か
ら
取
り
組
み

事
例
を
報
告
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ

る
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
策
を

協
議
し
ま
し
た
。　

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
各
班

か
ら
様
々
な
対
応
策
が
提
示

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は「
地

域
は
違
って
い
て
も
課
題
は
同

じ
。Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮

し
た
担
い
手
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
重
要
だ
」と
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

担
い
手
の
高
齢
化
は
進
行
し
、
地
域
に
お
け
る

次
世
代
の
確
保
、
次
世
代
への
事
業
の
承
継
を
支

援
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
や
啓
発
活
動
に
よ

り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
に
関
す
る
理
解
は
少
し

ず
つ
深
ま
って
き
て
い
ま
す
が
、一方
で
Ｊ
Ａ
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
生
産
者
への
提
案

の
き
っか
け
づ
く
り
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　

各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
実
例

を
交
え
な
が
ら
事
業
承
継
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
た
後
、
生
産
者
に
事
業
承
継
の
提
案
を
行

う
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

つい
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
取
り
組
み

へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
あ
ら

た
め
て
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
い
う
声
も
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

農
業
に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
現
状
や
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
連
携
に
よ
る
農
作
業
請
負
の
取
組
意

義
・
事
例
を
共
有
し
、①
農

家
・
働
き
手
双
方
の
視
点
か

ら
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つい
て
考
え
、②
ど
の
よ
う
な

担
い
手
農
家
に
、
情
報
提

供
・
提
案
を
す
る
と
効
果

的
か
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
維
持
に
は
、

多
様
な
人
材
が
農
業
に
よ
り
多
く
関
わ
れ
る
よ

う
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
は
、「
自
身
が『
農
家
』『
働
き
手
』だっ

た
ら
？
」の
視
点
で
議
論
し
、「
請
負
で
よ
り
多
く

の
人
に
農
業
に
関
わ
って
も
ら
う
に
は
、
農
作
業

の
細
分
化
が
必
要
」「
請
負
内
容
を
互
い
に
き
ち

ん
と
確
認
す
る
」「
規
模
拡
大
を
図
り
た
い
農
家

に
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
同
行
し
た
い
」な
ど
、
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
幹
的
農
業
従
事
者
数
の
減
少
や
深
刻
な
高

齢
化
に
よ
り
農
業
を
取
り
巻
く
労
働
力
が
減
少

す
る一方
で
、
担
い
手
1
人
当
た
り
の
耕
作
面
積

は
拡
大
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
デ
ー
タ
駆

動
型
農
業
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
への
対
応
策
と
し
て
、
Z
–

G
I
S
と
ザ
ル
ビ
オ
の
機
能
や
全
国
で
の
活
用
事

例
を
紹
介
し
た
後
、
参
加
者
の
担
当
地
域
に
お

け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
状
況
や
課
題
を
共

有
。
さ
ら
に
、
Z
–
G
I
S
や
ザ
ル
ビ
オ
を
ど
の

よ
う
な
担
い
手
に
提
案
し
T
A
C
と
し
て
ど
う
ア

ク
シ
ョ
ン
す
る
か
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
交
換
し
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
活
用

メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
担
い

手
への
提
案
を
進
め
た
い
」と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
家
手
取
り
最
大
化
は
、
担
い
手
に
と
って
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
T
A
C
活
動
に
お
け
る

担
い
手
と
の
対
話
・
提
案
活
動
に
お
い
て
も
、
切

り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
って
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
手
取
り
最
大
化
を

検
討
す
る
上
で
、
農
業
を
経
営
的
な
視
点
か
ら

考
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
本
分
科
会
で
は
、
農

家
経
営
と
提
案
活
動
の
関
係
性
の
検
討
や
経
営

改
善
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と

し
て
体
験
す
る
中
で
、
農
家
手
取
り
最
大
化
に

向
け
て
、
T
A
C
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
ま

し
た
。
農
業
経
営
と
い
う
視

点
で
、
経
営
者
で
も
あ
る
担

い
手
に
対
し
て
の
提
案
や
そ

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
参
加

者
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ＪＡ晴れの国岡山
津山統括本部 森 弘光氏

　集落営農法人部会からの圃場管理や土壌改良の要望に対し、土づくり
研修会や土壌診断を契機としたZ-GISなどのスマート農業の導入を支援。さ
らに作業受委託の提案により、資材費圧縮や作業効率向上を実現した。
　また、米の安定販売に向け、里海米の生産拡大やロット確保のために出荷
目標を5,000俵とした達成奨励金を提案した他、飼料用米への作付転換、大
手ファミレスなどとの契約栽培により、担い手所得の向上・安定化に寄与した。
　さらに、道路交通法の規制緩和に伴う大型特殊免許の取得支援の要望
に対し、免許取得講習会の実施や講習費用の補助金活用提案を行い、
免許取得率の向上に取り組んだ。

集落営農法人の部会組織化 3 年目
取り組み加速は止まらない ! 

ＪＡしまね
島根おおち地区本部 前田 晃弘氏

　地域の農業人口減少・高齢化やサル食害などによる生産意欲減退の解
決に向け、食害が極めて少なくバイヤーから需要のあるピーマンの産地振興
を「ピーマン大作戦」と称し、町を挙げて取り組んだ。
　同作戦では、行政を巻き込んだ新規補助金の獲得、青年連盟の協力に
よる支柱設置作業支援、チラシや説明会などによる周知活動、町営バスを
活用した「貨客混載事業」による新たな物流の仕組みづくり、地元小学校で
の食育活動など、さまざまな振興策に取り組んだ。
　その結果、作付面積は約2倍となり、新規生産者14人の掘り起こしに
つなげるなど、ピーマン大作戦を地域全体に拡大することができた。

川本町ピーマン大作戦
（ピーマン次郎物語）

ＪＡしまね
斐川地区本部 原 紀行氏

　地域において世代交代がうまくいかず、先延ばしにしているという実情を受
け、JAが事業承継支援を行っていることをPRするとともに、事業承継ブック
を活用した支援や、行政も参画したチームによる事業承継計画策定後の支
援を行い、事業承継の取り組みを拡大した。
　また、事業承継後の農業経営に不安を持つ後継者に、タブレットを活用
した経営分析・改善提案などを行い、不安を払拭することに尽力した。
　さらに、高温で作業効率が落ちている生産者に、MAFFアプリを活用した
熱中症の注意喚起や、空調服の提案により、夏場の作業効率化と事故軽
減につなげた。

大事なのは向き合うこと
～ TAC が懸け橋に～

ＪＡ金沢市 押田 哲男氏

　行政・JAが連携して設立した協業型法人の効果的な運営を目指し、露
地品目拡大や農福連携などを通じて労働力の確保と収益の向上を実現した。
さらに果樹版協業型法人を設立し、融資提案による運転資金の確保や作
業計画の策定を支援。農地の集約と経営安定に貢献した。
　また、行政・全農県本部と連携して「チームスマート」を結成。Z-GISなど
の導入による適期作業を実現させ、担い手所得増大につなげた。
　加えて、それぞれの経営体が持つ課題に対応した事業承継支援により後
継者確保につなげるとともに、融資の迅速化に向けて金融部門との連携強
化に取り組んだ。

担い手の持続可能な経営発展のために

ＪＡいわて花巻 髙橋 望氏

　耕作放棄地という地域の課題に挑戦する法人に対し、Z-GISによる圃場
データの一元管理、farmoによる水管理・温度管理の省力化を提案。効
率的・省力的な圃場管理を実現した。
　また、高齢化に伴う作業労力の削減を望む経営体に対し、担い手金融リー
ダーと同行訪問し、オペレータ資格取得費用や推奨セットの見積り提案など
ドローン導入を支援。農薬散布の労力削減を実現した。
　さらに、雇用労働力確保を求める法人に対してJAの無料職業紹介所の
活用を提案、また、オープンファームを通じて農業大学校の学生からの採用
が内定し、担い手の要望に的確に応えることができた。

ちいさな雪国の地域密着型 TAC 活動

ＪＡいわて中央 玉山 正彦氏

　日本最大級の大型法人に対し、Z-GISによる圃場情報の共有化およびリ
モートセンシングによる水稲の生育診断を提案。適期作業による米品質の向
上に貢献した。
　また、JAが支援し立ち上げた法人が抱える労働力不足に対し、Z-GIS・
Z-BFMによる経営の見える化を提案し、事業承継や作付面積の適正化、
正確な圃場管理といった課題の解決に取り組んだ。さらに、同法人が抱え
る繁忙期の人材確保の課題に対し、Z-BFMによる年間労働力のシミュレー
ションを踏まえた人材確保の支援を行うことで、法人が希望する時期での収
穫を可能とし、収穫量の増加につなげた。

法人とTAC が次世代へつなぐ取り組み

農
業
労
働
力
支
援

分
科
会
3

ス
マ
ー
ト
農
業

分
科
会
4

農
家
手
取
り
最
大
化

分
科
会
5

A
全
農
は
11
月
17
、
18
の
両
日
、「
T

A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
2
0
2
1
」を

横
浜
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
J
A
担
当
者（
愛
称
＝
T
A
C
）

の
活
動
成
果
を
共
有
す
る
全
国
大
会
と
し
て
、

現
地
に
約
2
0
0
人
、
W
E
B
と
合
わ
せ
る
と

計
約
4
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
14
回
目

と
な
る
今
回
は
、
担
い
手
の
構
造
変
化
に
対
応

で
き
る
出
向
く
活
動
体
制
の
強
化
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
労
働
力
支
援
・
事
業
承
継
・

スマ
ー
ト
農
業
の
取
組
加
速
、
コロ
ナ
禍
に
お
け

る
創
意
工
夫
あ
る
T
A
C
活
動
の
実
践
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
優
れ
た
活
動
を
し
た
J
A

や
T
A
C
の
表
彰
、
事
例
発
表
、
基
調
講
演
、

大
会
宣
言
の
採
択
の
他
、
事
業
承
継
や
農
業

労
動
力
支
援
、
農
家
手
取
り
最
大
化
な
ど
5

つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
あ
い
さ
つ
で
全
農
の
菅
野
幸
雄
会
長
は

T
A
C
の
活
動
に
つい
て「
農
業
現
場
の
今
を
的

確
に
捉
え
た
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
組
合
員

の
営
農
を
支
え
、
日
本
の
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
農
林
水
産
省
経

営
局
協
同
組
織
課
の
三
上
卓
矢
課
長
は「
T

A
C
は
担
い
手
の
新
た
な
課
題
解
決
に
幅
広
く

柔
軟
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
T
A
C
の
活
動
が

地
域
の
活
性
化
、
農
業
所
得
の
向
上
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
評
価
し
ま
し

た
。
　

J
A
全
青
協
の
柿
嶌
洋
一
会
長
は「
栽
培
指

導
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
状
況
を
見
た
中
で
の

指
導
体
制
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
に
求
め
ら

れ
て
く
る
。
組
合
員
と
共
に
地
域
農
業
の
明
日

を
開
拓
し
て
い
く
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」と
訴

え
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
あ
る

阿
部
梨
園
で
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
だ
フ
ァ
ー

ム
サ
イ
ド
株
式
会
社
の
佐
川
友
彦
代
表
取
締
役

が「
農
業
経
営
を
大
き
く
変
え
る
小
さ
な
改

善
」と
題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は「
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
改
善
か
ら

早
速
取
り
組
み
た
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
　

さ
ら
に
、
T
A
C
への
エ
ー
ル
と
し
て
全
農
所

属
の
石
川
佳
純
選
手
が
ビ
デ
オ
メッ
セ
ー
ジ
で
登

場
し
ま
し
た
。

　

T
A
C
は
2
0
2
0
年
度
の
実
績
で
、
全

国
2
0
6
J
A
の
1
4
5
9
人
が
、
約
6
万

2
0
0
0
人
の
担
い
手
を
訪
問
し
、
面
談
数
は

49
万
回
に
達
し
ま
し
た
。

　

全
農
耕
種
総
合
対
策
部
の
宗
和
弘
部
長
は
、

「
10
年
後
に
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
が
約
4

割
減
少
し
、
国
内
販
売
額
の
8
割
を
2
割
の

担
い
手
が
生
産
を
担
う
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
よ
り
厳
し
く
な
って
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
担
い
手
ニ
ー
ズ
は
よ
り
多
様
化
・
高
度
化

し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
T
A
C
の
活
動

も
常
に
変
化
や
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
対
応
す
る
べ
く
、
全
農
は
、
担
い

手
への
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
総
合
事
業
提
案

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
担
い
手
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
経
営
改
善
や
新
規
就
農
、
事
業
承
継
な

ど
の
支
援
を
進
め
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」な
ど
、
T
A
C
の

活
動
強
化
に
向
け
た
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
T
A
C
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
、①
J
A
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、
担
い

手
に
出
向
き
・
寄
り
添
い
・
と
も
に
歩
み
ま
す

②
変
革
す
る「
今
」を
的
確
に
捉
え
、
担
い
手
の

営
農
を
支
援
し
ま
す
③
地
域
に
根
ざ
す

T
A
C
と
し
て
、
担
い
手
と
と
も
に
新
た
な
農

業
の
形
を
創
造
し
ま
す
―
と
す
る「
大
会
宣

言
」を
採
択
し
ま
し
た
。

　
14
回
目
と
な
る
今
年
の
T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

大
会
は
、①
担
い
手
の
構
造
変
化
に
対
応
で
き
る

出
向
く
活
動
体
制
の
強
化
②
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
労
働
力
支
援
・
事
業
承
継
・
ス
マ
ー

ト
農
業
の
取
組
加
速
③
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
創

意
工
夫
あ
る
T
A
C
活
動
の
実
践
―
を
テ
ー
マ

に
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

全農会長賞の表彰を受けるJA筑前あさくら（福岡）の星野正徳常務
理事

J

TACにエールを送る全農所属の石川選手

地
域
農
業
の
原
動
力
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と

訴
え
る
J
A
全
青
協
の
柿
嶌
会
長

T
A
C
の
活
動
が
組
合
員
か
ら
評
価
を
得
て
い
る

と
称
賛
す
る
農
水
省
協
同
組
織
課
の
三
上
課
長

日
本
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
を
送
る
J
A
全
農
の
菅
野
会
長

参
加
者
が
テ
ー
マ
ご
と
に

5
つ
の
分
科
会
で

議
論
し
ま
し
た
。

岩手県

島根県 島根県 岡山県

岩手県 石川県

ＪＡ松任
　農家手取り最大化の実践に伴い、人材育成や労働環境
整備などに取り組むため、経営体とJA・全農・その他関係機
関との定例会議を通じて、担い手との関係性を強化した。
　また、5か年収支シミュレーションの作成や資金借り入れ
相談への対応、記帳代行サービスなど、担い手のための
法人設立を支援。農業法人との信頼関係の構築、資金
借入によるライスセンターの設置で大麦の作付拡大や、法
人化後の会計処理の不安を解消した。
　さらに、管内農業の実情に即した「地域農業振興計画」
を策定。無料職業紹介所・農業求人サイトの活用による
労働力支援事業を展開し、求職者との面談により条件に
あった人材を紹介した。

JA表彰

ＪＡたじま
　担い手と実需者とのマッチングによる多収穫米の作付拡
大に取り組み、熟期の異なる品種の組み合わせによる作
業分散および適期刈取りによる品質向上や、多収性品種
導入による所得増大・JA出荷量の増加を実現した。また、
多収穫米技術研修大会や多収穫米選手権を実施し、技
術・生産意欲の向上を図った。
　また、大型規格農薬と低コスト肥料のセット提案による
担い手の資材コスト低減を実現し、JA購買供給高の増加
にも寄与する取り組みとした。
　さらに、LINEを活用し、リアルタイムで確実な情報配信
サービスを展開した。映像の配信なども可能なため、多く
の生産者に評価され、利用いただいている。

JA表彰

ＪＡ阿蘇
　新規就農者に先進農家が技術的指導を行う農業師匠
制度の提案や、融資渉外員と連携した融資提案を行った
結果、地域のつながりの形成や初年度からの安定的な経
営を実現し、6年間で離農者0人であった。
　また、経営継続補助金の利用から高金利な民間クレジッ
ト支払いに悩んでいる担い手に対し、低金利の農業資金
への借り替えを提案。その他、視察研修の実施、他法人
の経営状況の紹介など法人化支援を積極的に展開し、新
たに3法人の立ち上げにつなげた。
　さらに、JA倉庫を活用することにより肥料満車直行を利
用可能にしたJA一体型肥料満車直行企画を担い手に提
案し、肥料のコスト削減に貢献した。

JA表彰JA表彰

ＪＡ筑前あさくら
　豪雨で被災した柿農家に対し、農地や施設を確保・整
備するJAファーム事業を活用したアスパラガスの導入を提
案。新設した3農場で、計6人の入植者を受け入れ、栽
培面積・販売高の増加などにつなげた。
　また、大豆の収量低下に対し、TACなどで構成される「未
来に向かう土づくりプロジェクト」を立ち上げ、土壌診断を
活用した土づくり肥料の施用や、省力化技術である部分
浅耕一工程播種を提案。増収・品質向上、播種労働時
間などの削減につなげた。さらに、イチゴのパック詰めとア
スパラガスの自動選別ラインを備えたパッケージセンターを
新設し、栽培面積の拡大と省力化による作業時間の確保
から収量・品質の向上を実現した。

全農会長賞
福岡県

JA表彰

ＴＡＣ表彰

秋田県ＪＡこまち
　担い手の意見・要望の対応結果の整備では、営農
指導員や、営農センター職員もTACシステムを活用する
ことで進捗管理や情報共有の幅を広げ、担い手からの
意見・要望に対応できた。また、他部門や役員への活
動報告により「活動の見える化」につなげた。
　総合力を活かした施策提案では「ＪＡ事業推進プロジェ
クト」を立ち上げ、担い手情報シートの作成や関係部署
の同行訪問により、総合的視野とスピード感をもって課
題解決に取り組んだ。さらに、実績集計や経営分析に
より、課題の明確化・共有を図った。
　これらを通じて提案型の訪問が増え、担い手にとって
の有利販売・生産性向上につなげることができた。

JA特別表彰
～出向く活動強化運動部門～

愛媛県ＪＡおちいまばり
　特産品のサトイモの生産拡大に向けて、担い手の規
模に応じた機械化一貫体系の提案やドローン防除の作
業受託などに取り組み、作付面積・販売高の拡大、生
産者の増加につなげた。また、担い手の高齢化、耕作
放棄地の増加などに対応するために新規就農サポート事
業を展開。開始から5年目の今年までに8人が就農し、
地元に根付く新規就農者の確保に貢献している。
　労働力支援事業では、JA職員による「心耕隊（しんこ
うたい）」の結成やJA出資型農業生産法人を設立し、
TACが労働力支援のコーディネートや新規就農者の雇
用、農作業受託のパイプ役を担うなど、産地の維持・
拡大に貢献している。

JA表彰
ＴＡＣトップランナーズ

参
加
者

に
よ
る

分
科
会

Ｊ
Ａ
未
利
用
・
低
利
用

担
い
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

分
科
会
1

T
A
C
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

２
０
2
1
を
開
催
!!

石川県 兵庫県 熊本県

ＴＡＣ特別表彰
～努力・共感部門～

　JA低利用農家に対し、県域担い手サポートセンターと連携して継
続訪問を実施。イチゴ栽培では光合成促進機の提案や栽培指導を、
露地栽培では収量・品質の安定のために土づくりの提案をした。
　その後、イチゴでは日照不足による作柄不安定への対策とし
キュウリへの作物転換の提案を、露地野菜では新規栽培のネギ
の品種選定から収穫時期までの栽培指導をした他、露地品目の
集約、ＪＡの共販出荷を提案した。
　その結果、キュウリの売上が1年で4.7倍に増加した他、土づ
くり提案による担い手の意識向上、ネギの栽培面積拡大などを
達成し、担い手から感謝の声が聞かれるようになった。

野平 巧氏

埼玉県

ＪＡ埼玉ひびきの

　中山間地の集落営農組合組織に対し、TACが話し合いの場
づくりとアンケート調査を実施した。挙げられた課題に対し、農地
の担い手の明確化、遊休農地解消、人員確保などに取り組み、
構成員の課題解決につなげた。
　また、JAと組合員との関係希薄化が問題となっていたため、
最低月1回の訪問を実施した。当初は担い手から厳しい声が挙
がっていたが、JA独自事業や、肥料の事前大口予約購買、大
型規格農薬などの提案で根気強くコスト低減に向けた説明を
行った結果、JAへの信頼回復につながり、「JAの生産資材は
高い」というイメージも払拭できた。

久保 喜久男氏

佐賀県

ＪＡさが

事
業
承
継（
後
継
者
育
成
）

分
科
会
2

TEL : 03-6271-8276　URL: https://www.zennoh.or.jp/tac/index.html耕種総合対策部 TAC推進課全国農業協同組合連合会

ＴＡＣの
ホームページ

 （タック）とは、
『地域農業の担い手に出向く
ＪＡ担当者』の全国統一愛称です。

　全国の約1,500人のTACが、約62,000人の農業経営者を日々訪問し、
農業経営に関するあらゆる相談に応えています。役割や活動状況につい
ては、TACのホームページをご覧ください。


